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特集　幕末維新期における民衆意識

古
ふる

谷
たに

道
どう

庵
あん

も見た海の風景（下関市豊浦町宇賀本郷）
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■
時
代
の
う
ね
り
の
中
で

　

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
開
国
以
降
、
経
済
混
乱

と
外
圧
に
対
す
る
危
機
感
は
、
外
国
へ
の
反
感
を
高
め

攘じ
よ
う
い夷
運
動
の
激
化
を
招
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
々
の
生
活
が
、
天
災
な
ど
に
大
き
な
影
響

を
受
け
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
安
政
年
間
は
大
地

震
が
頻
発
し
ま
し
た
。
特
に
、
安
政
二
年
に
は
、
江
戸

が
大
地
震
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
す
。
江
戸
で
は
、

地
震
直
後
か
ら
瓦か

わ
ら
ば
ん版
の
鯰な
ま
ず絵え

（
写
真
１
）
が
人
気
を
博

し
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
、
天
災
へ
の
不
安
と
救
済
や
復

興
に
世
直
し
を
期
待
し
た
民
衆
の
願
い
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
幕
末
の
長
州

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
長
州
藩
は
外
国
船
を
砲
撃

す
る
な
ど
し
て
攘
夷
を
決
行
し
ま
す
。
翌
年
に
は
、
禁

門
の
変
（
蛤
は
ま
ぐ
り
ご御
門も
ん

の
変
）、
四
国
艦
隊
下
関
砲
撃
事
件
、

第
一
次
長
州
出
兵
に
よ
っ
て
、
幕
府
へ
の
恭
順
を
誓
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
慶
応
元
年
（
一
八
六

五
）、
高
杉
晋
作
ら
の
お
こ
し
た
内
戦
に
よ
り
藩
論
を

転
換
（
武
備
恭
順
）
し
た
長
州
藩
に
対
し
て
、
再
び
幕

府
に
よ
り
征
長
命
令
が
出
さ
れ
、
慶
応
二
年
、
幕
長
戦

争
（
四
境
戦
争
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
戦
い
は
、
大
島
口
（
写
真
２
）、
芸
州
口
、
石

州
口
、
小
倉
口
で
展
開
さ
れ
ま
す
が
、
幕
府
方
は
、
動

員
さ
れ
た
軍
夫
の
逃
亡
な
ど
も
あ
っ
て
、
い
ず
れ
の
方

面
に
お
い
て
も
敗
戦
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
も

民
衆
の
行
動
や
意
識
が
、
戦
争
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
よ
う
で
す
。

■
歴
史
の
息
づ
か
い

　

古ふ
る

谷た
に

道ど
う

庵あ
ん

は
、
現
在
の
下
関
市
豊
浦
町
宇う

賀か

本ほ
ん

郷ご
う

で

地
域
医
療
や
教
育
に
尽
力
し
た
人
で
、
天
保
七
年
（
一

八
三
六
）
か
ら
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
ま
で
の
日

記
を
残
し
て
い
ま
す
（『
古
谷
道
庵
日に

ち
じ
よ
う
乗
』
下
関
市
教

育
委
員
会
蔵
）。

　

こ
の
日
記
に
は
、
日
常
の
近
所
の
人
た
ち
と
の
交
流

や
生
活
の
様
子
だ
け
で
な
く
、
長
州
藩
に
も
及
ん
だ
コ

レ
ラ
の
流
行
や
、
開
国
後
の
物
価
高
を
外
圧
と
結
び
つ

け
て
と
ら
え
て
い
る
民
衆
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
攘
夷
決
行
や
四
国
艦
隊
下
関
砲
撃
事
件
の
際
の

下
関
の
緊
迫
し
た
状
況
、
池
田
屋
事
件
や
禁
門
の
変
な

ど
京
都
の
政
情
の
伝
聞
ま
で
が
書
き
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
庵
は
、
自
分
の
眼
下
に
広
が
る
海
（
表
紙
写
真
）

に
、
異
国
の
蒸
気
船
が
行
き
交
う
の
を
、
ど
の
よ
う
な

気
持
ち
で
見
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
書
き
残
さ
れ
た

日
記
な
ど
に
は
、
そ
の
時
代
を
生
き
た
人
々
の
「
息
づ

か
い
」
を
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

特
集

幕
末
維
新
期
に
お
け
る
民
衆
意
識

　

昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
幕
末
の
人
々
の
生
き
方
は
と
て
も

興
味
深
い
も
の
で
す
。
幕
末
の
史
料
か
ら
読
み
と
れ
る
民
衆
の
意
識
や
行
動
は
、
私
た
ち
に
、
現
代
社
会

を
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

写真２　四境戦争図　大島ぐんの図会
（山口県立山口博物館蔵）

写真１　鯰絵（筑波大学附属図書館蔵） 
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■
長
州
び
い
き

　

『
吉よ
し

介す
け

翁お
う

自
筆
見
聞
雑
記
』（
西
川
家
文
書
・
滋
賀
大

学
経
済
学
部
附
属
図
書
館
蔵
）
は
、
近
江
（
滋
賀
県
）
の

商
人
で
国
学
者
の
西に
し

川か
わ

吉よ
し

輔す
け

が
書
き
記
し
た
も
の
で
す
。

　

慶
応
元
年
の
長
州
藩
へ
の
再
征
の
命
令
に
伴
う
幕
府

の
動
員
に
対
し
て
諸
藩
は
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
長

州
藩
の
巧
み
な
外
交
戦
略
に
よ
る
戦
闘
開
始
の
引
き
延

ば
し
や
秘
密
盟
約
と
さ
れ
た
「
薩
長
同
盟
」
の
動
向
、

西
郷
隆
盛
や
坂
本
龍
馬
な
ど
の
勤
王
の
志
士
の
名
も
登

場
し
ま
す
。
ま
た
、
兵
が
結
集
し
た
も
の
の
戦
闘
開
始

の
引
き
延
ば
し
に
よ
っ
て
治
安
が
悪
化
し
た
、
当
時
の

京
都
、
大
坂
な
ど
の
様
子
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
禁
門
の
変
で
敗
れ
た
長
州
藩
兵
が
逃
走
中
、

尼
崎
で
捕
ま
り
自
刃
し
ま
す
が
、
そ
の
墓
に
御
利
益
を

期
待
し
た
参さ
ん

詣け
い

が
大
流
行
し
た
こ
と
、
周
辺
に
は
出
店

も
で
き
、
渡
し
船
が
沈
む
ほ
ど
の
人
出
で
あ
っ
た
こ
と
、

大
坂
の
長
州
萩
藩
蔵
屋
敷
（
写
真
３
）
の
柳
の
木
の
葉

を
煎せ
ん

じ
て
飲
む
と
病
気
が
治
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
木
へ

の
参
詣
が
流
行
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
長
州
踊
り
」
（
長
勝
踊
り
）
の
記
事
に
は
、
そ
の

始
ま
り
に
関
す
る
噂う
わ
さや
踊
り
に
必
ず
着
用
す
る
長
州
産

の
縮ち
ぢ
み木も

綿め
ん

な
ど
が
京
都
、
大
坂
の
呉
服
屋
で
品
薄
に
な

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
応
元
年
、
播
磨
国
美み

嚢の
う

郡
三
木
（
兵
庫
県
三
木

市
）
で
「
稲
荷
踊
り
」
（
長
勝
踊
り
）
が
流
行
し
た
こ

と
は
、
幕
長
戦
争
時
の
浜
田
藩
（
島
根
県
）
の
記
録

『
征
長
一
件
』
（
山
口
県
文
書
館
蔵
）
に
も
記
さ
れ
、

そ
の
踊
り
の
様
子
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
（
写
真
４
）

　

民
衆
は
様
々
な
行
動
で
長
州
藩
や
勤
王
の
志
士
た
ち

へ
の
共
感
を
示
し
つ
つ
、
反
幕
府
勢
力
支
持
を
表
し
た

よ
う
で
す
。
（
写
真
５
）

■
現
代
社
会
と
幕
末
維
新

　

幕
末
期
に
は
、
天
災
や
疫
病
、
外
圧
に
よ
る
開
国
や

政
局
の
混
乱
の
中
で
、
「
鯰
絵
」、
「
長
州
び
い
き
」、

よ
く
知
ら
れ
る
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
の
民
衆
乱
舞
、

そ
の
他
様
々
な
「
民
間
信
仰
」
な
ど
「
頼
れ
る
も
の
」

を
求
め
る
民
衆
の
行
動
、
意
識
が
み
て
と
れ
ま
す
。

　

こ
の
民
衆
の
行
動
や
意
識
が
、
当
時
の
口
コ
ミ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
我
々
の
想
像
以
上
に
広
が

り
を
み
せ
、
社
会
を
動
か
す
う
ね
り
の
一
つ
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
時
代
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
で
あ
っ
て
も

国
内
外
の
動
き
か
ら
足
下
に
い
た
る
ま
で
の
情
報
を
い

か
に
獲
得
し
、
先
を
予
測
し
て
、
的
確
な
状
況
判
断
を

し
て
い
く
か
が
試
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
幕
末
維
新
期
は
、
現
代
社
会
を
生
き
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
阿
比
留
）

写真３　長州萩藩蔵屋敷跡（大阪市西区土佐堀）

　写真５　長州おはぎ（復元）毛利家
の家紋「一文字に三つ星」と反幕勢力
としての長州藩の「萩」を暗示。藩の
石高「三十六万石」にちなんで三十六
文で売られた。幕末の京都で流行。買
う際、｢まけてくれ（安くしてくれ）」
｢いや、まけん（安くしない）」とや

り取りした。（「幕末・維新期長州藩
の政治構造」三宅紹宣著 参照）

写真４　長州踊り 　　　　　　
（｢征長一件｣ 毛利家文庫　　　　 
　　　　　　　 山口県文書館蔵 ）
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中 世 部 会

中
世
の
足
鍋

　

下
の
写
真
と
実
測
図
は
、
中
世
に
使
用
さ

れ
た
足あ
し

鍋な
べ

（
三
本
の
脚
の
付
い
た
土
鍋
）
で

す
。
防
府
市
西
部
の
岩
淵
遺
跡
や
原
遺
跡
か

ら
は
、
足
鍋
な
ど
の
瓦が

質し
つ

土
器
を
焼
い
た
窯

跡
も
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
で
生
産
さ
れ
た
足
鍋
は
、
宮

市
（
防
府
市
）
の
商
人
に
よ
っ
て
、
県
域
を

中
心
に
広
く
流
通
し
て
い
た
よ
う
で
、
宮
市

の
商
人
の
活
動
ぶ
り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
担
当　

今
地
・
岡
本
・
高
橋
）

幕
長
戦
争
と
坂
本
龍
馬

　

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
、

坂
本
龍
馬
は
幕
長
戦
争
（
四
境
戦
争
）
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
小
倉
口
の
戦
い
で
は
、

高
杉
晋
作
が
乗
船
す
る
丙
寅
丸
が
田
野
浦
へ
、

龍
馬
が
乗
船
す
る
乙
丑
丸
が
門
司
浦
へ
向
か

い
、
小
倉
兵
が
守
る
砲
台
等
に
艦
砲
射
撃
を

開
始
、
戦
端
が
開
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
龍
馬
は
、
関
門
海
峡
を
舞
台
と
し

た
開
戦
の
様
子
や
そ
の
後
の
戦
争
の
進
　
し
ん
ち
ょ
く
　
捗
状

況
を
手
紙
に
も
残
し
て
い
ま
す
。

（
担
当　

阿
比
留
・
宮
本
・
村
里
）

瀬
戸
崎
番
所
文
書

　

萩
藩
で
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
港
に
番

所
を
置
き
、
「
船
究
（
浦
究
）」
と
呼
ば
れ

る
役
人
が
、
船
舶
の
検
査
や
海
難
事
故
な
ど

に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　

長
門
市
仙
崎
の
八
阪
神
社
に
は
、
神
社
に

由
来
す
る
文
書
の
ほ
か
に
、
瀬
戸
崎
の
番
所

に
伝
わ
っ
た
文
書
が
多
数
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
、
不
明
な
点

の
多
い
「
船
究
（
浦
究
）」
の
実
像
を
明
ら

か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
担
当　

河
本
・
江
本
・
宮
﨑
・
下
向
井
）

戦
場
か
ら
の
手
紙
、戦
場
へ
の
手
紙

　

故
郷
を
離
れ
た
戦
地
の
兵
士
と
、
兵
士
を

送
り
出
し
た
銃
後
の
人
々
を
つ
な
い
だ
数
少

な
い
通
信
手
段
が
軍
事
郵
便
で
し
た
。

　

書
面
に
は
、
自
身
の
無
事
、
戦
地
や
戦
闘

の
様
子
に
加
え
、
家
族
や
縁
者
へ
の
気
遣
い
、

望
郷
の
念
な
ど
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
否
を
確
か
め
る
肉
親
か
ら
の
手
紙
や
最
期

を
知
ら
せ
る
戦
友
か
ら
の
手
紙
も
あ
り
、
戦

争
の
中
に
身
を
置
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

当
時
の
人
々
の
様
々
な
心
情
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
担
当　

淺
川
・
山
本
琢
・
木
下
）

切畑南遺跡（防府市）出土の足鍋 
（山口県埋蔵文化財センター提供）

四境戦争図　九州小倉合戦図（山口県立山口博物館蔵）

調査の様子 

軍事郵便（「吉武家文書」山口県文書館蔵）

明 治 維 新 部 会

近 世 部 会

近 代 部 会

部 

会 

ト 

ピ 

ッ 

ク 

ス
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よ
み
が
え
る
中
世
の
土
塁

　

周
南
市
富と
ん

田だ

地
区
は
、
古
代
か
ら
海
陸
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
ま
し

た
。
そ
の
富
田
地
区
に
勝
栄
寺
と
い
う
お
寺
が
あ
り
ま
す
。

　

勝
栄
寺
は
、
十
四
世
紀
後
半
に
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ
る
時
宗
寺
院
（
現

在
は
、
浄
土
宗
）
で
、
旧
境
内
は
土
塁
や
堀
で
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
交

通
の
要
衝
に
位
置
し
、
土
塁
や
堀
で
囲
ま
れ
防
衛
的
な
機
能
も
備
え
て
い

る
こ
の
寺
に
は
、
毛
利
元
就
や
豊
臣
秀
吉
も
滞
在
し
て
い
ま
す
。

　

勝
栄
寺
の
土
塁
と
堀
は
、
中
世
期
の
い
つ
頃
作
ら
れ
た
も
の
か
明
確
な
こ
と
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
中
世
の
居
館
の
遺
構
、
あ
る
い
は
勝
栄
寺
に
付
随
す
る
城
館
的
な
機
能
を
持

つ
遺
構
と
考
え
ら
れ
、
県
内
に
も
類
例
が
少
な
く
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

現
在
、
勝
栄
寺
の
土
塁
は
復
元
さ
れ
、
土
塁
の
外
周
の
堀
の
跡
は
、
歩
道
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
観
世
水
紋
様
の
舗
装
が
な
さ
れ
、
堀
の
あ
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
周

辺
に
は
、
図
書
館
・
公
民
館
・
体
育
館
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
地
区
の
文
化
ゾ
ー
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
画
に
保
存
整
備
さ
れ
た
土
塁
は
、
訪
れ
る
人
々
に
、
中
世
の
富
田
地

区
の
景
観
や
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
契
機
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

歴
史
的
遺
跡
・
景
観
を
現
在
の
く
ら
し
の
中
に
活
か
す
こ
と
の
意
義
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
で
す
。 

（
今
地
）

昭
和
史
を
訪
ね
て

　

岸
信
介
、
佐
藤
榮
作
と
戦
後
二
人
の
首
相

を
輩
出
し
た
熊
毛
郡
田
布
施
町
で
は
、
二
人

が
活
躍
し
た
昭
和
の
時
代
に
思
い
を
馳は

せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

田
布
施
町
郷
土
館
に
は
両
元
首
相
に
関
係

し
た
数
多
く
の
品
が
収
蔵
さ
れ
、
そ
の
中
に

は
当
時
の
外
国
首
脳
と
の
写
真
や
、
名
筆
と

謳う
た

わ
れ
た
岸
元
首
相
直
筆
の
絵
は
が
き
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
。
田
布
施
町
に
昭
和
史
を
訪

ね
て
み
る
の
は
い
か
が
で
す
か
。

（
担
当　

津
枝
・
山
本
美
・
林
）

平
川
の
隊
中
様

　

山
口
市
平
川
の
隊た
い
ち
ゆ
う
さ
ま

中
様
は
、
脱
退
騒
動
で

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
命
を
落
と
し
た

振
武
隊
士
藤
山
佐
熊
を
祀ま

つ

っ
て
い
ま
す
。
参

拝
す
る
と
病
気
が
治
る
と
評
判
に
な
り
、
人 

々
が
押
し
寄
せ
た
た
め
、
山
口
県
は
明
治
五

年
布
達
第
五
六
号
で
参
拝
を
禁
止
し
ま
し
た
。

　

非ひ

業ご
う

の
最
期
を
遂
げ
た
人
物
を
祀
る
こ
と

を
御ご

霊り
よ
う信
仰
と
い
い
ま
す
。
次
巻
『
民
俗
編
』

で
は
、
人
々
が
死
者
を
ど
の
よ
う
に
祀
っ
て

き
た
の
か
に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。

（
担
当　

石
永
・
古
屋
）

現 代 部 会民 俗 部 会

部 

会 

ト 

ピ 

ッ 

ク 

ス

山口県
　歴史モノ語り 22

勝栄寺の土塁

堀の跡を示す観世水紋様の舗装

岸元首相旧宅 今も祀られる隊中様 
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『
民
俗
編
』
の
刊
行
準
備
す
す
む

　

現
在
ま
で
二
巻
の
『
資
料
編
』
を
刊
行
し
て
き
た
民
俗
部
会
で
は
、
他

部
会
の
『
通
史
編
』
に
あ
た
る
『
民
俗
編
』
の
刊
行
準
備
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
一
年
度
末
の
刊
行
を
目
指
し
て
、
随
時
協
議
を
重
ね
な

が
ら
慎
重
に
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
『
民
俗
編
』
で
は
、
「
総
論
」、
「
第
Ⅰ
編　
生
き
る
場
と
暮
ら
し

を
築
く
」、
「
第
Ⅱ
編　
変
化
の
中
に
生
き
る
」
の
三
つ
に
区
分
し
て
一
六
の
テ
ー
マ
を
配

し
、
特
に
近
代
以
降
に
展
開
し
た
民
俗
を
素
材
に
し
て
、
山
口
県
の
暮
ら
し
の
変
化
を
み

て
い
き
ま
す
。

　

「
総
論
」
で
は
、
山
口
県
全
域
に
及
ぶ
民
俗
の
紹
介
・
解
説
を
中
心
に
し
な
が
ら
、

『
民
俗
編
』
の
構
成
意
図
と
全
体
的
見
取
図
を
示
し
ま
す
。

　

「
第
Ⅰ
編　
生
き
る
場
と
暮
ら
し
を
築
く
」
で
は
、
山
口
県
の
人
々
が
生
き
て
暮
ら
し

て
い
る
「
場
」
の
あ
り
よ
う
に
注
目
し
、
そ
の
「
場
」
が
い
か
に
作
ら
れ
、
継
承
さ
れ
て

き
た
か
を
民
俗
を
手
が
か
り
に
描
い
て
い
き
ま
す
。

　

「
第
Ⅱ
編　
変
化
の
中
に
生
き
る
」
で
は
、
暮
ら
し
に
及
ぶ
変
化
に
対
し
、
人
々
が
ど

の
よ
う
に
対
処
し
、
新
た
な
暮
ら
し
を
ど
の
よ
う
に
作
り
出
し
て
い
る
か
を
具
体
的
に
明

ら
か
に
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

総
論

第
Ⅰ
編　
生
き
る
場
と
暮
ら
し
を
築
く　
　
　
　
　

第
Ⅱ
編　
変
化
の
中
に
生
き
る

　

第
一
章　
自
然
の
民
俗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
章　
農
に
生
き
る

　

第
二
章　
ム
ラ
の
仕
組
み
と
相
互
扶
助　
　
　
　
　

第
二
章　
生
活
改
善
と
村
の
暮
ら
し

　

第
三
章　
暮
ら
し
の
言
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
章　
島
の
暮
ら
し
と
娯
楽

　

第
四
章　
暮
ら
し
の
形　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
章　
踊
り
の
伝
承

　

第
五
章　
人
間
･
道
具
･
環
境
の
相
互
関
係　
　
　

第
五
章　
故
郷
の
民
俗

　

第
六
章　
男
の
役
割
･
女
の
役
割　
　
　
　
　
　
　

第
六
章　
巨
文
島
生
活
記

　

第
七
章　
生
老
病
死
の
民
俗
と
人
生
の　
　
　
　
　

第
七
章　
暮
ら
し
と
民
俗
の
行
方

　
　
　
　
　

危
機
管
理

　

第
八
章　
死
者
と
祀
り 

（
石
永
）

県史アラカルト ５

原稿の打ち込みと確認

原本照合と撮影

図版のトレース

索引の作成

〈ただいま作業中！〉
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周
防
大
島
町
郷
土
探
索
会

　

こ
の
会
は
、
平
成
十
六
年
、
大
島
郡
四
町
の
合
併
を
機
に
会
員

一
五
名
で
結
成
さ
れ
た
。
会
の
目
的
は
、
史
跡
な
ど
の
文
化
財
を

再
発
見
し
文
化
遺
産
を
愛
護
・
保
存
す
る
こ
と
に
あ
る
。
活
動
の

舞
台
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
探
索
さ
れ
て
い
な
い
大
島
郡
全
域
の
山
岳
が
中
心
で
あ
る
。

　

取
組
と
し
て
は
、
ま
ず
古
文
書
を
調
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
、
古
老
に
よ
る
口
碑
な
ど
を

参
考
に
、
等
高
線
地
図
を
も
と
に
現
地
形
を
把
握
し
踏
査
に
あ
た
る
。
比
高
の
低
い
と
こ

ろ
は
今
ま
で
よ
く
調
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
高
所
に
つ
い
て
は
島
民
の
話
題
に
の
ぼ
る
程
度

で
実
際
に
は
現
地
調
査
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
具
体
的
に
は
、
年
次
計
画
を
立

て
て
次
の
よ
う
な
企
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

・
戦
国
時
代
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
山
城
の
遺
構
調
査

　

・
伊
予
灘
側
の
山
頂
や
岬
に
六
か
所
あ
る
狼の
ろ
し煙
場
跡
の
調
査

　

・
山
頂
近
く
の
巨
岩
の
洞
穴
を
利
用
し
観
音
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
岩
屋
の
調
査

　

・
大
師
堂
遍
路
道
（「
周
防
大
島
八
十
八
か
所
」）
の
整
備　

な
ど

　

活
動
が
達
成
さ
れ
た
と
き
は
会
員
同
士
喜
び
合
う
こ
と
が
楽
し
く
、
結
果
は
毎
年
山
口宗岡城跡にて

県
文
化
財
愛
護
協
会
に
報
告
書
と
し
て
提
出
し
、

調
査
結
果
の
発
表
に
よ
る
関
心
を
喚
起
し
先
人

の
い
き
ざ
ま
を
考
察
し
て
い
る
。

　

活
動
の
課
題
と
し
て
は
、

　

・
危
険
を
伴
う
山
岳
調
査
の
安
全
確
保

　

・
標
柱
や
看
板
等
の
設
置
資
金
の
工
面

　

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

事
務
局　

大
島
郡
周
防
大
島
町
西
屋
代

　
　
　
　
　

一
七
一
六

　
　
　
　
　
　

代
表　

中
原　

勲

地域に根ざす・25

▼
今
後
の
配
本
予
定
の
四
巻
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

『
史
料
編　

近
世
５
』
は
、
山
口
県
の
近
世
の
文
化
に
関
す
る
史
料
を
収
録

し
ま
す
。
文
化
の
多
様
な
面
を
と
ら
え
、
萩
藩
に
徂
徠
学
を
も
た
ら
し
た
山
縣

周
南
の
著
作
、
藩
政
の
実
務
担
当
者
の
政
治
論
、
藩
校
明
倫
館
の
創
設
、
武
家

や
商
家
に
残
る
家
訓
、
宗
教
に
関
す
る
藩
の
記
録
や
寺
社
文
書
、
朝
鮮
通
詞
の

養
成
と
朝
鮮
情
報
、
萩
住
吉
祭
礼
、
絵
画
の
雲
谷
派
や
萩
焼
・
須
佐
唐
津
焼
の

焼
物
師
の
活
動
、
美
濃
派
の
俳
諧
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

『
史
料
編　

幕
末
維
新
４
』
は
、
江
戸
幕
府
の
崩
壊
過
程
で
重
要
な
転
換
点
と
な
っ
た

慶
応
二
年
（
１
８
６
６
）
の
幕
長
戦
争
（
四
境
戦
争
）
に
関
し
て
、
慶
応
期
に
藩
主
の
側

近
と
し
て
藩
政
の
中
枢
に
位
置
し
て
い
た
柏
村
数
馬
の
日
記
を
は
じ
め
、
長
州
藩
の
戦
闘

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
有
用
な
「
四
境
戦
争
一
事
」
な
ど
長
州
藩
が
記
録
し
た
戦
闘

報
告
や
従
軍
し
た
諸
隊
の
日
記
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
争
の
実
態
を
客
観
的
か

つ
多
面
的
・
総
合
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
幕
府
軍
側
の
史
料
や
民
衆
の
動
向
を
知
る
た

県史刊行の
お
知
ら
せ

柏村日記 
（毛利家文庫　山口県文書館蔵）

め
の
史
料
な
ど
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

『
史
料
編　

近
代
２
』
は
、
大
日
本
帝

国
憲
法
制
定
時
か
ら
第
一
次
大
戦
終
了
ま

で
の
時
期
を
お
お
ま
か
な
対
象
と
し
て
、

県
政
の
推
移
、
県
民
生
活
の
様
相
を
伝
え

る
史
料
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
が
山
口
県
に
与

え
た
影
響
、
地
方
改
良
運
動
と
県
政
の
展

開
な
ど
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
明
治
の
山
口

県
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
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▼
去
る
九
月
十
二
日
、
山
口
市
の
「
山

口
県
教
育
会
館
」
を
会
場
に
第
一
八
回

山
口
県
史
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
山
口
県
史
編
さ
ん
専
門
委
員

の
徳
丸
亞
木
先
生
（
筑
波
大
学
教
授
）

で
、
「
森
」
と
神
と
人
―
山
口
県
に
お

け
る
「
森
神
信
仰
」
―
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
の
概
要
は
、
来
年
三
月
発
行
の
『
山
口
県

史
研
究
』
第
一
八
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

▼
『
山
口
県
史
』
及
び
『
山
口
県
史
研
究
』
の
お
申
し
込
み
は
、
左
記
あ
て
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

〒
七
五
三
―
八
五
〇
一　

山
口
市
滝
町
一
番
一
号　

山
口
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
内

山
口
県
刊
行
物
普
及
協
会　

電　

話
（
〇
八
三
）
九
三
三
―
二
五
八
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
三
）
九
二
三
―
九
一
三
九
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別府念仏踊

　

『
民
俗
編
』
は
、
「
第
Ⅰ
編　

生
き
る
場
と

暮
ら
し
を
築
く
」、
「
第
Ⅱ
編　

変
化
の
中
に

生
き
る
」
と
い
う
二
つ
の
大
テ
ー
マ
に
基
づ
く

一
五
章
に
、
「
総
論
」
を
加
え
た
全
一
六
章
構

成
と
し
、
山
口
県
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
特
徴
を
、

民
俗
を
手
が
か
り
に
浮
き
彫
り
す
る
も
の
で
す
。

民
俗
の
全
国
的
な
様
相
と
近
現
代
の
動
き
を
視

野
に
収
め
、
分
り
や
す
い
表
現
方
法
を
用
い
て

山
口
県
の
民
俗
を
具
体
的
・
分
析
的
に
記
述
し
、

民
俗
か
ら
捉
え
た
暮
ら
し
の
変
化
と
そ
の
様
相

を
提
示
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。


